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 第 7 章では、日本の大学に所属する初級学習者 4 人に作文チュートリアルを実施した、フィードバック調
査Ⅰの結果がまとめられている。フィードバックでの支援は 4段階に設定されていたが、学習がやや進んでい
る 2 人は、前半の 2 つの段階で大半の助詞の誤用が訂正できたこと、ある 1 人の学習者には助詞の誤用に改
善が見られたことが示されている。これらの結果から、作文を読み直すこと、継続的に訂正を促すことの重要
性が示唆されている。 










































  平成 28 年 1 月 18 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員
全員一致で合格と判定された。 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
